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　　　　　　　　　 1．目　的

　高齢者施設で 人 と上手 く コ ミ．za・r一ケ
ーシ ョ ン が とれ

ない 、ある い は QOL ・ADL の 低下 が顕著で ある と

思われる認知症患者が、音楽活動中に は笑顔で 歌 っ て

い る様子を見る こ と が あ る 。 本研 究で は 、音楽 活動 に

よ り、認 知症高齢者 の会話反応が変化 するか ど うかを

検討する こ とを目的 とした 。

　 　 　 　 　　 　 　 H ．方 　法

実験参加者 ：認知症高齢者 3 名 （全員女性）、Y さん（84

歳）、S さん（77 歳）、 1 さん（80 歳）で 、平均年齢は 80，3

歳で あ っ た 。

実験デザイ ン ；マ ル チベ ース ライ ン デザ イ ン を用 い た。

仮説　音楽活動後 は 会話反応時間が短 くな り、また会

話理解度 が増す。

手続き　べ 一
ス ライ ン 期お よび介入期 に お い て 、5 項 目

の 問い か けに対す る 反 応 を記録 し た 。問い かけは 、 1）
お は よ うござい ます （こ ん にちは）、2）お名前を教え て

下 さい 、3）お歳は何歳で すか 、
4｝お 家は ど こ で す か 、5）

お誕生 口は い っ で すか 、 とい う 5 項目の 質問で あ り、

常時 同じス タ ッ フ が 1 人ず っ 問い か けた 。 毎週水曜 目

午前 10 ： 20 （朝） と 11 ； 40 （昼）に会話反応 を記録 ・

録 画 した。べ 一ス ラ イ ン 測 定を、Y さんは 3 回、　 S さ

んは 4 回、 1 さんは 5 回実施 した。介入期に は 、 音楽

活動 を行 っ た。毎週水曜日 の 午前 1〔｝：30 〜 ll ：30 ま で

の 1 時間 、
3 名 の 実験参加者 を含 め、約 60 名 の グル

ー

プで、歌 、リズ ム 楽器の演奏などを行 っ た。使用 した

歌 は、昔 の 記 憶を回想 させ
、 季節感を感 じ、発 声 ・発

語 ・発話 を促 す こ と を 目的と して 、実験参加者 に とっ

て なじみ の 歌を使用 し た b また 、ハ ン ドベ ル を利用 し、

音楽 に合 わせ て軽 い 体操を行 っ た
。

　反応 の 測定は 、 1 ）応答反応潜時 と 2 ）会話理解度

に つ い て行 っ た、反応潜時録 の 測 定は、録画された音

声付の 画 像を元 に実験者が ス トッ プ ウォ ッ チ を使用 し

て測定 した。会話 理 解度測定は 、
5 名 の ス タ ッ フ で 行 っ

た 。

　 測定基準は ド記 の 4 項 目で 行 っ た 。

　 ア　無反応

　 イ　見 当外れ な返事

　 ウ　質問内容 には添っ て い るが正解で はない

　 工 　 正 しい 返事

　　　　　　　　 皿L 結果 ・考察

　音楽活動 の 長期的効果 と し て 、 介入 前よ り介入後は 、

Y さんは 5 つ の 質問項 目中 3 項目、
S さん は全項 目、

1さんは 4 項 目に音楽活動後は応答反応潜時が短 くな

っ た 。 ただ し、介入後 6 回測定出来 たY さん をの ぞ い

て 、統計 的に有意な差は認め られなか っ た。また、短

期的な効果 として、3名 の被験者全員 の 「お家は ど こ で

すか 亅「お誕生 日は い っ で す か 」 に対す る応答反応 潜時

は、ベ ー
ス ライ ン 時に比 べ て 音楽活動導入後に、朝 よ

り音楽活動後の 昼 の 反応潜時がよ り短 くな り、音楽活

動 の 短期的な効果が認 め られ た （Fig，1 参照）。

　音楽活動後 の 会話の 理解度に つ い て は 、短期、長

期 とも顕著な効果が認 め られなか っ た。

　音楽活動は 発声や 、 腕 を動 かす な どの 身体活動を伴

うた め 、生理 的に活 性化 され 、 会話応答反応潜時が短

期的に短 くな っ た可能性が考えられ る。また、な じみ

の 懐か しい 歌を歌 うこ とか ら、記憶が短期的に活性化

され る可能性が指摘 で きる 。 しか し 、 今回 の 様な状況

下で は 会話理解力 を増進 させ るまで の 影響力はない と

考 えられる 。 今後は 、 よ り長 く音楽活動を行 っ た場合

の 長期的効果の検討が望まれ る 。
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